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生徒の学力向上のための具体的な切り口を探る （その３）

－より抽象的な言語象徴を基盤にした学習に対応できない生徒への学習指導法の開発－

奥 野 雅 和（京都文教中学・高等学校教諭）

授業に参加させる工夫 → 事前の準備→授業→事後 → 学びの必要性への覚醒

継続の工夫

図１ 授業モデル

１．はじめに

生徒の学力向上のために、教科書レベルの言葉で表象操作を行うことができるよう図り、学習活動

の試行錯誤と承認を重視するなど、生徒が学習を継続的に行うことができるように施した工夫を中心

とした授業モデル（図１）を開発し、それに基づく実践を試みた（１）（２）。

その結果、そもそも継続の工夫の部分に乗らず、従って、授業モデルの意図が伝わらないので学力

向上が期待できない生徒がおり、彼らを授業に参加させる部分での工夫がさらに必要であるという課

題が見出された。

そこで、課題を乗り越える方向性を探るために、その視点を模索し、試行的な授業実践を行った。

２．方 法

まず、継続の工夫の部分に乗り、学習に興味が持てたという生徒の授業評価を分析し、ヒントとな

る概念を抽出した。その結果、彼らの内部では、抽象→具体→抽象という展開が起こることによって、

学習知の大切さが実感されるという学習体験がなされていることが分かった。

そこで、生徒を授業に参加させるために施す工夫の方向性を見出すために、関連する研究を検討し、

得られた知見を具体化する学習技術を見出し、それを用いた授業を試行し、生徒の反応を分析するこ

とにした。

３．試 行

（１）知見から学習技術へ

E.Dale は、人間の認知は直接的・具体的な経験から、種々の抽象化を経て、最後に最も抽象的な
言語象徴、すなわち「概念化」に達すると言う（３）。

あるいは、海保は、アイデアの生成は頭の中で表象という形で記号化される。また、表象操作は言

語的な情報を記号化した命題表象やイメージ的な情報を記号化したイメージ表象によって行われる。
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［ステップ②］ プリントで学習した問題と同様の問題が出題されるごたくを体験する。

［ステップ③］ 生徒を４つのグループに分け、グループ毎に40問ずつ問題を作らせ、それを問題ソ

フト化する。

［ステップ④］ グループ単位で、生徒が作成した問題が出題されるごたくを行う。

（３）考 察

強制連結法を用いた授業実践で得られた学習指導法開発の指針である、表象操作に対して具体的な

作業を伴う学習活動、実践した諺カルタもごたくも、生徒は強制連結法と同様の興味関心を示し、学

ぶ意欲を見せた。

従って、表象操作に対する具体的な作業を伴う学習活動は、より抽象的な言語象徴を基盤に学習を

進めることが困難な生徒を授業に参加させる工夫としての学習指導法開発の一つの具体的な切り口で

あると考えることができる。

５．まとめ

強制連結法、諺カルタ、ごたくの実践を通じて、より抽象的な言語象徴を基盤に学習を進めること

が困難な生徒を授業に参加させる工夫としての学習指導法開発の具体的な切り口を見出した。しかし、

これらの実践はある程度自由に授業設計ができる科目上であったからこそ試行することができたので

あって、地歴公民科の科目で言えば日本史や世界史の授業の中で、見出した切り口をどのように具体

化し実現していくかということは、年間授業時数の確保も難しい昨今において、さらに解決しなけれ

ばならない課題となる。

そこで、年間指導計画のオリエンテーションにあたる部分で、教科書、ノート、資料集や図表など

机上にある教材を行き来しながら授業を進める練習をするなど、今後、定常の授業の中で、得られた

方向性を具体化した、生徒を授業に参加させる工夫としての学習指導法の開発を図っていきたい。
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